
令和８年８月 病児・病後児保育室「いよっこすまいる」 
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ほけんだより 

こんな病気に注意！ 

 ヘルパンギーナ 手足口病 

 咽頭結膜熱（プール熱） 

         など 

 

ヘルパンギーナ 
《症状》 

夏によくかかる、ウイルス性の夏風邪の一種です。喉の痛みを伴う、

３９℃以上の高熱が２～４日間続きます。喉の奥が赤くなり、小さな水

泡が見られるのがこの病気の特徴です。下痢や嘔吐などの症状が出

ることもあります。 

《家庭での処置》 

高熱が出るため、脱水症状や熱性けいれんを起こすこともあります。 

水分補給をしっかり行うことが大切です。 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

  

  
  

 

 日差しが強く、暑い日が続いていますね。楽しかった夏の思い出と共に、疲

れが出やすい時期でもあります。暑い夏は体力の消耗も激しく、体を休ませる

ことが大切です。普段通りの時間に起きることや十分な睡眠を摂ることに気を

つけて、健康的な生活を送るように心がけていきたいですね。 

紫外線対策 
過度の紫外線を浴びると肌に悪影響を及ぼすこと

が認知されてきています。屋外で遊ぶ機会の多い子ど

もにこそ、しっかりとした紫外線対策を行いましょう 

日焼けの予防法 
普段から帽子をかぶる習慣をつけて、日差しの強い

季節は UV クリームを塗ったり、UV 加工を施した服を

着用したりなどの対策をしましょう。 

それでも日焼けをしてしまったら、冷やしたタオルなど

で患部をしっかり冷やしましょう。 

 

室内の温度調節 

 
室内にいても熱中症になることがあります。 

クーラーを上手に使って温度調節をしましょう。扇風機も一緒に回すと、空気が循環

して、室内の温度が一定に保たれます。また、お昼寝の際には、室内でも日陰になる

場所を選び、クーラーや扇風機の風が子どもの体に直接当たらないようにしましょう。

設定温度は、２７～２８度が適温といわれています。 

また、乳児のお昼寝の場合は、時々手足を触るなどして 

冷え過ぎていないかどうかをチェックしましょう。 

  

 


